
山
崎
闇
斎
に
於
け
る
敬
の
思
想

早

川
　
雅
　
子

序
言

　
　
　
一
ユ
）

　
朱
子
学
に
於
い
て
、
「
居
敬
」
は
、
そ
の
道
徳
的
修
養
方
法
の
一
と
し
て
、

「
窮
理
」
と
共
に
重
視
さ
れ
て
き
た
。
周
知
の
如
く
、
儒
教
は
、
”
修
已

治
人
の
学
”
で
あ
る
と
同
時
に
、
〃
心
の
学
”
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
個

と
し
て
の
人
問
は
そ
の
道
徳
的
主
体
の
確
立
を
経
て
、
そ
れ
を
斎
家
・
治

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

国
・
平
天
下
、
と
い
う
〃
治
人
”
へ
と
拡
充
し
て
い
く
。
そ
し
て
、
遣
徳

的
主
体
の
確
立
は
心
の
修
養
を
通
し
て
こ
そ
可
能
で
あ
り
、
朱
子
学
は
そ

の
方
法
と
し
て
「
居
敬
」
の
概
念
を
導
入
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
「
屠
敬
」

と
は
、
本
質
的
に
は
、
心
の
あ
り
方
、
心
の
も
ち
方
に
関
る
概
念
だ
と
い

え
よ
う
。

　
敬
の
意
義
は
、
朱
喜
一
が
『
大
学
或
問
』
で
挙
げ
た
、
程
顧
の
”
主
一
無

適
”
、
”
整
斎
厳
粛
”
に
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
ヶ
、
敬
と
は
、
”
心

を
一
事
に
ま
も
り
た
だ
し
、
他
方
に
そ
ら
さ
な
い
〃
、
”
心
を
静
か
に
つ
つ

し
み
と
と
の
え
る
”
こ
と
、
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
ビ
「
窮
理
」
と
は
、

心
が
働
い
て
、
事
物
の
理
を
知
り
窮
め
る
こ
と
で
あ
る
（
次
節
参
照
）
。
即

ち
、
居
敬
と
窮
理
と
は
、
、
前
者
は
心
の
あ
り
方
、
後
者
は
心
の
働
き
に

関
る
概
念
で
あ
り
、
両
者
は
緊
密
な
関
係
に
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
山
崎
闇
斎
（
一
六
一
八
・
元
和
四
－
一
六
八
二
・
天
和
二
）
は
、
日
本
朱

子
学
の
成
立
期
を
代
表
す
る
朱
子
学
者
の
一
人
で
あ
り
、
敬
を
重
視
し
た

　
　
　
　
　
　
（
3
）

こ
と
で
知
ら
れ
る
。
従
来
の
研
究
で
、
こ
の
敬
の
重
視
は
「
朱
子
学
の
核

心
を
な
す
「
窮
理
」
の
思
想
が
無
視
さ
れ
る
L
結
果
に
つ
な
が
る
こ
と
が
、

　
　
　
　
　
　
＾
4
）

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
朱
子
学
も
ま
た
そ
れ
自
身
の
内
に
普
遍
化
へ
の
契
機

を
蔵
す
思
想
で
あ
る
限
り
、
そ
れ
と
、
時
代
・
地
域
そ
の
他
を
異
に
し
て

受
容
さ
れ
た
日
本
朱
子
学
と
の
間
に
変
容
が
認
め
ら
れ
る
の
は
自
明
で
あ

ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
故
に
、
闇
斎
研
究
で
は
、
単
な
る
敬
の
重
視
の
指

摘
に
停
ま
ら
ず
、
寧
ろ
、
そ
こ
か
ら
日
本
朱
子
学
の
一
特
質
を
探
究
す
べ

き
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
為
に
は
、
闇
斎
の
思
想
体
系
内
部
で
の
敬
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の
占
め
る
位
置
・
意
義
、
そ
こ
に
至
る
論
理
構
造
を
考
察
す
る
必
要
が
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
前
述
の
朱
子
学
に
於
け
る
居
敬
と
窮
理
の
意
義
、
或

は
両
者
の
関
係
か
ら
鑑
て
、
敬
の
重
視
に
つ
い
て
は
、
そ
の
要
因
と
し
て

窮
理
に
も
焦
点
を
あ
て
ね
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
、
闇
斎
に
お
い
て
は
、
窮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

理
は
無
視
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
朱
子
学
本
来
の
窮
理
と
は
異
質
の
闇
斎

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

独
自
の
窮
理
の
概
念
が
あ
り
、
そ
れ
と
の
何
ら
か
の
関
り
に
お
い
て
敬
の

重
視
が
導
き
出
さ
れ
た
可
能
性
も
否
め
な
い
の
で
あ
る
。

　
本
稿
の
課
題
は
、
闇
斎
の
敬
の
思
想
の
独
自
性
を
通
し
て
日
本
朱
子
学

の
一
特
質
を
考
察
す
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
以
上
の
観
点
か
ら
、
窮

理
と
の
相
関
に
於
い
て
そ
の
思
想
体
系
内
で
の
敬
の
果
た
す
意
義
を
考
究

す
る
と
い
う
方
法
を
と
る
。
無
論
、
こ
の
前
提
と
し
て
、
敬
或
は
窮
理
の

概
念
を
朱
喜
一
本
来
の
そ
れ
に
立
ち
返
り
論
じ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
ま
た
、

日
本
朱
子
学
の
研
究
は
、
朝
鮮
朱
子
学
、
取
り
分
け
、
「
敬
の
哲
学
」
を

　
　
　
　
　
　
一
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
6
〕

確
立
し
た
李
退
渓
の
思
想
の
影
響
を
除
外
し
て
論
じ
得
な
い
。
そ
こ
で
、

前
述
の
方
法
を
、
朱
喜
一
、
李
退
渓
に
も
適
用
し
、
そ
れ
と
の
比
較
考
察
か

ら
本
稿
の
課
題
を
論
じ
た
い
。

一
「
窮
理

　
敬
の
考
察
に
先
立
ち
、
本
節
で
は
、
窮
理
の
方
法
、
及
び
そ
の
論
理
構

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
7
）

成
を
、
『
大
学
章
句
』
「
伝
五
章
（
格
物
補
伝
）
」
を
中
心
に
略
述
す
る
。
尚
、

窮
理
の
論
理
は
、
本
稿
の
課
題
に
関
す
る
限
り
、
朱
喜
一
と
李
退
渓
に
於
い

て
は
、
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。
一
本
節
の
引
用
文
は
、
特
に
著
さ
な
い
限
り
、

『
大
学
章
句
』
「
伝
五
章
」
に
よ
る
。
一

　
窮
理
と
は
、
人
が
事
物
の
理
を
知
り
窮
め
る
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
に

は
、
「
天
下
物
莫
レ
不
レ
有
レ
理
」
と
、
人
を
含
む
凡
る
事
物
は
理
を
生
得

的
に
具
え
て
い
る
こ
と
が
前
提
と
な
る
。
厳
密
性
に
拘
ら
な
け
れ
ば
、
こ

の
理
に
は
、
事
物
個
々
に
特
有
の
個
別
具
体
的
な
側
面
と
、
そ
の
総
体
（
衆

理
）
と
の
二
側
面
が
あ
る
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
人
の
理
の
み
が
、
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
8
一

二
側
面
を
全
く
す
る
（
窮
理
は
人
の
み
が
可
能
で
あ
る
）
。
し
た
が
っ
て
、

人
の
外
な
る
事
物
の
理
は
、
人
に
内
在
す
る
理
の
一
部
で
あ
る
。

　
窮
理
の
方
法
は
、
「
致
知
在
格
物
」
と
著
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
人
が
自

ら
の
外
な
る
事
物
の
理
を
自
ら
の
心
の
内
に
向
っ
て
来
さ
せ
る
こ
と
（
致

知
）
は
、
人
の
心
の
内
に
在
る
知
を
外
な
る
事
物
に
推
し
や
る
こ
と
（
格
物
）

を
通
し
て
行
わ
れ
る
、
の
意
で
あ
る
。
「
格
物
」
は
、
よ
り
具
体
的
に
は
、

「
必
使
乙
学
者
上
即
二
凡
天
下
之
物
一
莫
甲
レ
不
下
因
二
其
巳
知
之
理
一
而
益

窮
レ
之
以
求
上
レ
至
二
乎
其
極
こ
、
と
い
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
事
物
に
向

い
推
し
や
っ
た
人
の
内
な
る
知
（
H
巳
知
之
理
）
と
事
物
の
理
と
を
照
応
し

て
、
或
は
、
こ
の
知
に
よ
り
事
物
の
理
を
類
推
し
て
、
未
知
な
る
事
物
の

理
を
知
り
窮
め
巳
知
な
る
理
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
巳
知
の

理
H
知
を
、
人
の
心
の
内
に
向
っ
て
来
さ
せ
る
こ
と
（
致
知
）
で
、
人
の
知

　
　
　
　
　
　
一
9
）

は
拡
充
し
て
い
く
。

　
事
物
の
理
と
は
、
『
大
学
或
問
』
で
は
、
”
所
当
然
之
則
”
と
”
所
以
然

之
故
”
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
前
者
は
、
事
物
が
当
に
か
く
あ
る
べ
き
則
、

或
る
意
味
で
は
、
道
徳
的
規
範
で
あ
る
と
解
さ
れ
よ
う
。
後
者
は
、
事
物

が
か
く
在
る
理
由
・
根
拠
、
所
謂
、
事
物
の
存
立
の
原
理
と
考
え
ら
れ
る
。

一
般
に
、
前
者
は
後
者
に
先
行
し
て
体
認
さ
れ
、
窮
理
の
完
成
は
、
世
界

存
立
の
理
法
、
ま
た
そ
こ
に
於
け
る
人
の
道
徳
的
主
体
の
確
立
に
帰
結
す
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る
。
朱
子
学
の
目
的
を
こ
こ
に
求
め
る
な
ら
ば
、
窮
理
は
朱
子
学
の
目
的

の
一
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
〃
所
当
然
之
則
”
に
関
し
て
は
、
世
界
に
お

け
る
入
間
個
々
の
位
置
そ
の
他
に
よ
り
限
定
さ
れ
る
側
面
が
あ
る
こ
と
は

　
　
　
＾
1
0
）

否
め
な
い
。
し
か
し
、
以
上
の
論
述
か
ら
、
窮
理
に
は
極
め
て
厳
密
な

思
索
的
要
素
が
要
求
さ
れ
る
こ
と
、
そ
れ
故
に
、
窮
理
に
よ
り
人
は
内
的

に
充
足
が
得
ら
れ
る
こ
と
は
瞭
然
で
あ
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
窮
理
を
行
う
の
は
心
で
あ
る
。
心
は
、
身
体
を
掌
管

し
（
心
者
身
之
所
レ
主
也
）
、
か
つ
、
精
明
で
す
ぐ
れ
た
は
た
ら
き
（
人
心

之
霊
）
を
も
つ
。
他
方
、
心
そ
れ
自
体
は
気
で
あ
り
、
動
的
性
格
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
心
は
、
外
的
拘
束
を
受
け
、
そ
の
働
き
を
阻
害
さ
れ
易
い
。

．
そ
こ
で
、
心
を
そ
の
本
来
の
状
態
に
保
持
す
る
必
要
が
生
じ
る
。
こ
こ
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
1
1
）

　
「
人
常
恭
敬
則
心
常
光
明
」
と
、
持
敬
の
必
然
性
が
あ
る
。

三
一
朱
黒
及
び
李
退
渓
に
於
け
る
敬

　
前
述
の
よ
う
に
、
敬
の
意
義
に
は
、
”
主
一
無
適
”
、
”
整
斎
厳
粛
”
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
も

挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
敬
を
持
つ
或
は
敬
に
居
る
こ
と
を
、
朱
喜
一
は
次
の
様

に
い
う
。

　
　
持
レ
敬
之
説
、
不
二
必
多
言
一
。
但
熟
味
下
整
斎
厳
粛
、
厳
威
傲
格
、

　
　
動
二
容
貌
一
、
整
二
思
慮
一
、
正
二
衣
冠
一
、
尊
二
膳
視
一
此
等
数
語
上

　
　
而
実
加
レ
エ
焉
則
所
謂
直
内
、
所
謂
主
一
、
自
然
不
レ
費
二
安
排
一
而

　
　
身
心
粛
然
表
裏
如
レ
一
実
。
一
『
朱
子
語
類
・
巻
十
一
・
升
卿
』
）

　
こ
こ
で
、
居
敬
は
、
身
体
の
内
と
外
、
即
ち
、
心
と
行
為
と
い
う
二
面

の
あ
り
方
か
ら
、
そ
れ
ら
が
相
互
に
補
完
す
る
形
で
説
明
さ
れ
る
。
つ
ま

り
、
心
を
静
か
に
つ
つ
し
み
と
と
の
え
、
そ
れ
と
同
時
に
、
威
容
、
態
度
、

服
装
を
整
え
る
。
こ
れ
を
、
様
々
の
場
合
に
お
い
て
拡
大
し
、
工
夫
を
加

え
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
人
は
心
を
他
方
に
向
か
し
め
る
こ
と
な
く
一
点
に

　
　
　
　
お
の
ず
か

集
中
さ
せ
、
自
ら
心
身
共
に
つ
つ
し
み
と
と
の
っ
た
状
態
に
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
心
を
静
か
に
つ
つ
み
し
と
と
の
え
る
こ
と
に
よ
り
行
為
も
ま
た

同
様
に
な
る
。
逆
に
、
行
為
を
と
と
の
え
る
こ
と
で
心
も
同
様
の
状
態
に

な
る
。
居
敬
は
、
心
と
身
体
を
貫
く
よ
き
あ
り
方
を
い
う
。
こ
こ
で
、
朱

嘉
が
本
質
的
に
は
心
の
よ
き
あ
り
方
を
い
う
居
敬
を
、
身
体
の
よ
き
あ
り

方
に
ま
で
波
及
し
て
論
じ
て
い
る
こ
と
は
、
闇
斎
と
の
関
連
に
お
い
て
注

目
さ
れ
る
。

　
居
敬
は
、
窮
理
に
際
し
て
心
の
よ
き
あ
り
方
と
し
て
必
要
欠
く
べ
か
ら

ざ
る
手
段
で
あ
り
、
か
っ
、
日
常
生
活
に
お
い
て
も
重
要
な
徳
目
で
あ
る
。

し
か
し
、
朱
喜
一
は
、
居
敬
の
果
た
す
意
義
を
そ
れ
の
み
に
留
ま
ら
せ
な
い
。

　
朱
子
学
の
目
的
の
一
は
、
人
間
個
人
の
道
徳
的
主
体
の
確
立
で
あ
る
。

窮
理
は
、
い
は
ば
知
的
側
面
か
ら
そ
の
目
的
と
な
る
。
一
方
、
敬
も
、
「
敬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
1
2
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
の
ず
か

只
是
此
心
自
傲
二
主
宰
一
」
、
と
い
わ
れ
る
。
居
敬
に
よ
り
、
心
は
自
ら
、

そ
の
主
体
を
確
立
し
た
と
こ
ろ
の
人
間
を
主
宰
す
る
に
至
る
。
こ
の
意
味

で
、
朱
喜
一
に
お
い
て
は
、
居
敬
も
ま
た
、
心
の
修
養
と
い
う
側
面
か
ら
、

そ
の
学
の
目
的
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
こ
の
両
者
の
関
係
は
、
「
学
者
工

夫
唯
在
二
居
敬
窮
理
二
事
一
、
此
二
事
互
相
発
、
能
窮
理
則
居
敬
工
夫
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
1
3
一

益
進
、
能
居
敬
則
窮
理
工
夫
日
益
密
」
、
　
「
学
者
の
工
夫
は
、
居
敬
・
窮

理
の
二
事
に
あ
る
。
両
者
は
相
互
に
啓
発
す
る
。
能
く
理
を
窮
め
れ
ば
居

敬
の
工
夫
は
益
々
進
み
、
能
く
敬
に
居
れ
ば
窮
理
の
工
夫
は
益
々
密
に
な

る
」
、
と
い
わ
れ
る
。
朱
喜
一
は
、
居
敬
と
窮
理
を
、
そ
の
学
の
目
的
と
い
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う
点
か
ら
密
着
不
可
分
の
関
係
に
置
く
。
窮
理
の
際
、
持
敬
は
そ
の
重
要

な
手
段
と
な
る
。
そ
の
一
方
、
窮
理
に
よ
り
、
居
敬
は
よ
り
一
層
促
さ
れ

る
。
つ
ま
り
、
朱
喜
一
に
於
い
て
は
、
居
敬
と
窮
理
は
、
両
者
が
相
互
に
補

完
す
る
手
段
を
も
含
む
学
の
目
的
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
朱
蕪
が
窮
理
と
共
に
学
の
目
的
と
し
た
居
敬
は
、
李
退
渓
に
お
い
て
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
亘
）

学
の
根
幹
に
位
置
す
る
に
至
る
。
こ
の
こ
と
は
、
『
天
命
図
説
』
、
『
聖
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
1
5
一

十
図
』
な
ど
、
そ
の
代
表
的
著
作
の
構
成
か
ら
も
自
明
で
あ
る
。

　
従
来
の
研
究
で
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
李
退
渓
の
思
想
に
は
、
所
謂
天

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
些

命
観
念
が
脱
落
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
李
退
渓
が
そ
の
学
の
根
幹

に
敬
を
据
え
、
そ
こ
か
ら
自
ら
の
学
の
体
系
を
構
成
し
て
い
っ
た
一
つ
の

大
き
な
原
因
と
考
え
ら
れ
る
。

　
天
命
観
念
と
は
、
事
物
の
理
は
天
の
命
に
よ
り
賦
さ
れ
た
、
と
考
え
る

思
想
一
般
を
い
う
。
朱
喜
一
の
場
合
、
こ
の
天
命
観
念
か
ら
脱
脚
し
て
い
な

　
＾
1
7
）い
。
し
た
が
っ
て
、
人
が
窮
理
と
居
敬
に
よ
り
道
徳
的
主
体
を
確
立
す

る
と
い
う
行
為
は
、
一
方
で
は
天
命
の
白
覚
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
、
厳
密

に
は
人
自
身
の
自
覚
の
み
に
基
づ
く
と
は
言
い
難
い
。
他
方
、
李
退
渓
は
、

事
物
の
理
は
天
理
そ
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
そ
れ
故
に
、
人
が
天
理
を

知
り
道
徳
的
主
体
を
確
立
す
る
こ
と
は
、
個
々
の
人
間
自
身
の
自
覚
に
基

づ
く
も
の
で
あ
り
、
個
的
人
間
主
体
に
の
み
関
る
問
題
で
あ
る
。
こ
の
論

理
は
、
人
聞
個
々
の
心
の
あ
り
方
に
確
固
た
る
基
盤
を
置
き
、
そ
こ
に
依

拠
し
て
の
み
成
立
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
心
の
あ
り
方
こ

　
　
　
　
　
　
　
面
〕

そ
、
居
敬
で
あ
る
。

　
人
に
於
い
て
、
天
理
を
具
え
、
一
身
を
主
宰
す
る
の
は
心
で
あ
る
。
こ

の
心
に
在
る
理
と
敬
の
関
係
を
、
李
退
渓
は
次
の
よ
う
に
著
し
て
い
る
。

　
　
具
二
四
徳
之
理
一
以
為
二
一
身
之
主
宰
一
者
心
也
。
（
中
略
）
然
此
心
之

　
　
理
浩
浩
然
不
レ
可
二
捉
模
一
。
澤
澤
然
不
レ
可
二
涯
渓
一
、
萄
非
二
敬

　
　
以
一
一
レ
之
安
能
保
二
其
性
一
而
立
二
其
体
一
哉
。
（
『
天
命
図
説
』
・

　
　
第
十
節
）

こ
れ
は
、
「
心
に
在
る
理
は
、
大
き
く
ひ
ろ
び
ろ
と
し
て
模
り
捉
え
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
奥
深
く
知
り
難
く
、
際
り
を
つ
け
ら
れ
な
い
。

だ
か
ら
、
心
を
敬
の
一
点
に
集
中
し
な
け
れ
ば
、
ど
う
し
て
そ
の
心
に
在

る
理
（
性
）
を
、
本
来
の
ま
ま
に
保
ち
、
そ
の
本
来
の
あ
り
方
に
さ
だ
め
る

こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
」
、
と
解
せ
よ
う
。
心
を
敬
の
一
点
に
集
中
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
の
み
、
心
に
あ
る
理
は
、
そ
の
本
来
の
は
た
ら
き
を
保
つ
こ

と
が
で
き
る
。
理
を
本
来
の
状
態
に
保
つ
こ
と
は
、
人
間
個
々
に
と
っ
て
、

天
理
を
知
り
自
已
の
主
体
を
確
立
に
つ
な
が
る
。
居
敬
は
、
人
間
個
々
人

の
主
体
確
立
に
関
る
真
撃
な
課
題
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
次
い
で
、
李
退
渓
の
よ
う
に
居
敬
が
学
の
根
幹
に
据
え
ら
れ
た
時
に
お

け
る
、
居
敬
と
窮
理
と
の
関
係
を
考
え
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
窮
理
の
論

理
構
成
そ
れ
自
体
は
、
李
退
渓
に
於
い
て
も
朱
喜
一
と
同
様
で
あ
る
。
し
か

し
、
李
退
渓
は
、
朱
喜
一
の
場
合
と
比
較
し
て
”
思
”
を
強
調
す
る
。
例
え

ば
、
”
格
物
”
に
つ
い
て
、
「
凡
格
レ
物
窮
レ
理
所
－
以
講
二
明
其
是
善
悪
一

　
　
　
　
　
　
　
垂
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下

而
去
－
取
之
上
耳
」
、
と
い
う
。
事
物
の
理
を
知
り
窮
め
る
時
、
そ
の
事

　
　
一
一

物
の
あ
り
方
に
は
、
善
悪
・
是
非
の
別
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
事
物
の

あ
り
様
の
、
善
悪
・
是
非
を
講
明
弁
別
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
合
に
お
い
て

去
取
す
る
。
こ
の
講
明
弁
別
の
た
め
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
物
の
あ
り
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
売
）

を
、
「
窺
二
仁
義
之
源
一
」
ね
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
、
思
が
強
調
さ
れ
る

と
こ
ろ
の
窮
理
と
は
、
事
物
の
あ
り
方
を
、
そ
の
存
立
の
理
法
或
は
人
倫
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の
理
法
に
ま
で
遡
り
深
く
思
い
窮
め
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
、

そ
の
対
象
と
す
る
事
物
一
つ
一
つ
に
深
い
熟
慮
を
重
ね
る
こ
と
が
要
求
さ

れ
る
。
こ
の
窮
理
に
お
け
る
よ
り
一
層
の
思
索
重
視
は
、
そ
の
基
盤
に
、

心
の
よ
き
あ
り
方
が
置
か
れ
な
い
限
り
不
可
能
で
あ
ろ
う
。
寧
ろ
、
持
敬

を
学
の
根
幹
に
置
い
た
故
に
こ
そ
、
こ
の
よ
う
な
窮
理
の
方
法
が
生
じ
た

と
も
い
え
よ
う
。

四
．
山
崎
闇
斎
に
於
け
る
敬

　
　
　
　
　
　
　
一
2
工
）

　
『
敬
斎
歳
講
義
』
は
、
山
崎
闇
斎
が
敬
に
つ
い
て
論
じ
た
講
義
録
で

あ
る
。
そ
こ
で
は
、
敬
は
、
「
天
地
之
開
始
ヨ
リ
以
来
、
代
々
ノ
聖
人
道

統
之
心
法
ヲ
伝
へ
来
リ
玉
フ
モ
、
不
レ
過
二
此
敬
二
矢
」
と
、
道
統
の
系

譜
で
は
唯
一
不
変
の
心
の
修
養
法
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

　
こ
の
敬
は
、
「
扱
敬
ヲ
云
ヘ
ル
ハ
何
ノ
子
細
モ
無
ク
、
此
心
ヲ
麓
乎
々
々

ト
放
チ
ヤ
ラ
ズ
、
平
生
吃
ト
照
シ
ツ
メ
ル
ヲ
敬
ト
云
ゾ
」
、
と
説
か
れ
る
。

こ
こ
で
は
敬
は
、
心
を
つ
つ
し
み
と
と
の
え
他
方
に
そ
ら
さ
な
い
こ
と
、

で
あ
る
。
ま
た
、
闇
斎
は
、
吃
は
佗
を
書
く
べ
き
だ
と
し
、
敬
は
、
佗
の

字
の
如
く
、
「
心
ヲ
ハ
ッ
キ
リ
ト
呼
ビ
サ
マ
シ
テ
、
此
間
一
物
モ
ナ
ク
、

活
濃
々
地
ノ
当
体
也
」
、
と
い
う
。

　
朱
喜
一
が
著
し
た
『
敬
斎
歳
』
は
十
章
に
分
か
れ
る
が
、
闇
斎
は
、
こ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
2
2
一

を
そ
の
旨
と
す
る
所
に
よ
っ
て
四
部
に
分
類
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
「
持

敬
之
目
」
を
論
じ
た
と
さ
れ
る
一
章
よ
り
六
章
を
概
観
し
、
そ
の
條
目
の

特
質
を
摘
出
す
る
。

　
一
章
に
つ
い
て
、
闇
斎
は
、
こ
れ
を
、
「
正
二
其
衣
冠
一
、
尊
二
其
購
視

一
」
と
「
潜
レ
心
以
居
、
対
－
越
上
帝
二
に
分
け
、
前
者
は
「
敬
身
」
を
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
二

後
者
は
「
有
徳
人
潜
レ
心
居
ル
体
」
を
論
じ
た
と
し
て
い
る
。
敬
身
と
は
、

外
見
を
整
え
る
こ
と
で
、
「
内
心
モ
正
シ
ク
」
な
る
故
に
必
要
と
さ
れ
る
。

一
章
は
、
闇
斎
に
よ
れ
ば
、
「
皆
静
ナ
ル
時
ノ
持
敬
」
、
身
が
静
的
状
態
に

あ
る
時
の
敬
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
「
敬

ハ
心
身
共
ニ
ア
ツ
カ
ル
」
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
即
ち
、
敬
は
、
身
体
と

心
を
貫
く
よ
き
あ
り
方
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
主
旨
は
、
以
下
二
章
よ
り
五
章
に
至
る
ま
で
通
貫
し
て
い
る
。
二

章
は
、
「
足
容
必
重
、
手
容
必
恭
、
択
レ
地
而
踏
、
折
卜
旋
蟻
封
こ
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝

り
、
「
動
ク
時
ノ
敬
」
を
論
じ
た
と
さ
れ
る
。
三
章
、
「
出
レ
門
如
レ
賓
、

承
レ
事
如
レ
祭
、
戦
々
競
々
、
岡
二
敢
或
易
一
、
」
は
「
表
ノ
敬
ミ
」
を
、

四
章
、
「
守
レ
ロ
如
レ
瓶
、
防
レ
意
如
レ
城
、
洞
々
属
々
岡
二
敢
或
軽
一
」
は
、

「
裡
ノ
慎
」
を
論
じ
た
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
様
に
、
身
体
を
動
か
す
時
、

貌
の
表
情
、
詞
或
は
意
念
を
慎
し
む
事
な
ど
に
於
け
る
敬
は
、
身
的
部
分
、

い
は
ば
外
に
表
わ
れ
る
身
体
の
行
為
に
関
る
敬
で
あ
る
。
続
く
五
章
、
「
不

二
東
以
西
一
、
不
二
南
以
北
一
、
当
レ
事
而
存
、
摩
二
他
其
適
一
」
は
、
「
主

事
ノ
敬
」
を
論
じ
た
と
さ
れ
る
。
事
と
は
、
「
有
二
此
身
之
動
一
即
事
也
」

粛
一　
と
、
外
な
る
事
物
或
は
事
象
に
対
応
し
て
身
を
処
す
こ
と
を
い
う
。
「
主

事
ノ
敬
」
と
は
、
一
事
を
為
す
時
は
直
向
に
そ
れ
を
為
し
他
事
に
拘
ら
な

い
の
意
で
あ
る
。
こ
の
五
章
で
も
前
の
四
章
と
同
じ
く
、
外
に
表
わ
れ
る
、

身
を
修
め
る
事
柄
、
行
為
に
関
る
敬
の
條
目
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
本
稿

で
は
、
こ
れ
ら
一
章
か
ら
五
章
で
い
わ
れ
る
敬
を
、
”
身
の
敬
”
と
よ
ぶ
。

　
し
か
し
、
「
一
事
ヲ
ナ
ス
事
ハ
、
其
一
事
ノ
上
二
心
ヲ
置
テ
、
他
事
二

心
ヲ
遷
ス
ナ
ト
也
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
一
事
に
集
中
し
て
そ
れ
を
為
■
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す
こ
と
は
、
心
を
そ
の
一
事
に
集
中
し
な
け
れ
ば
不
可
能
で
あ
る
。
つ
ま

り
、
身
の
敬
の
た
め
に
は
、
心
を
敬
し
む
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
。

　
こ
れ
は
、
六
章
、
「
勿
二
弐
以
二
一
、
勿
二
参
以
三
一
、
惟
精
惟
一
、

万
変
是
監
」
の
講
義
で
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
闇
斎
は
、
こ
れ
を
、
「
心
上

ノ
敬
」
、
「
主
一
ノ
敬
」
を
論
じ
て
い
る
と
い
う
。
「
王
一
ノ
敬
」
は
、
心

に
関
る
敬
で
あ
り
、
心
を
一
つ
の
こ
と
が
ら
に
集
中
さ
せ
思
慮
す
る
こ
と

だ
と
い
え
よ
う
。
本
稿
で
は
、
こ
れ
を
、
”
心
の
敬
”
と
い
う
。
そ
し
て
、

「
兎
角
不
二
主
一
一
ハ
、
主
事
モ
ナ
ラ
ヌ
ゾ
」
と
、
心
の
敬
を
身
の
敬
に

先
行
さ
せ
て
い
る
。

　
以
上
、
全
六
章
に
渡
る
「
持
敬
の
ノ
目
」
を
概
観
す
る
に
、
身
の
敬
に

関
る
論
述
が
多
い
点
に
気
付
く
。
こ
れ
は
、
朱
喜
一
が
敬
を
、
心
身
相
方
の

よ
き
あ
り
方
と
し
て
捉
え
た
点
、
ま
た
『
敬
斎
歳
』
そ
れ
自
体
の
構
成
に

も
よ
ろ
う
。
し
か
し
、
五
章
、
六
章
に
わ
た
る
”
主
一
無
適
”
の
解
釈
は
、

闇
斎
独
自
の
も
の
で
あ
る
。
程
頭
が
い
う
敬
の
意
義
、
”
主
一
無
適
”
は
、

専
ら
心
に
関
り
、
「
心
を
一
事
（
思
慮
す
る
対
象
）
に
集
中
し
て
そ
れ
を
ま

も
り
た
だ
し
他
方
に
そ
ら
さ
な
い
」
、
の
意
で
あ
る
。
一
方
闇
斎
の
場
合
、

五
章
の
「
王
事
ノ
敬
」
1
－
身
の
敬
は
”
無
適
”
に
、
六
章
コ
王
一
ノ
敬
L

l
l
心
の
敬
は
”
主
一
”
に
対
応
し
て
い
る
。
だ
か
ら
、
”
主
一
無
適
”
は
、

「
心
は
一
事
に
集
中
し
そ
れ
を
思
慮
し
、
身
は
思
慮
し
た
事
柄
を
行
う
」

と
解
せ
ら
れ
、
心
と
身
の
相
方
に
関
る
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
は
、
「
是
主

一
ニ
シ
テ
主
事
ス
ル
ガ
全
キ
敬
也
」
の
言
に
端
的
に
示
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、

闇
斎
に
お
い
て
は
、
敬
に
は
、
心
の
敬
と
身
の
敬
が
あ
り
両
者
は
不
可
分

で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
敬
は
心
の
敬
を
経
て
身
の
敬
に
至
っ
て
始
め
て

完
成
す
る
、
と
い
え
よ
う
。

　
さ
ら
に
、
表
章
書
『
敬
斎
歳
』
の
序
文
に
は
、
「
人
之
一
身
五
倫
備
焉
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冤
一

而
主
二
乎
一
身
一
者
心
也
。
是
故
心
敬
、
則
一
身
修
、
而
五
倫
明
集
。
」
、

と
著
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
序
文
は
、
闇
斎
に
お
け
る
敬
の
目
的
、
或
は
、

そ
の
思
想
体
系
内
で
の
敬
の
位
置
付
け
を
示
唆
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ

れ
に
よ
れ
ば
、
心
を
敬
し
む
こ
と
に
よ
り
身
は
修
ま
る
。
そ
し
て
、
身
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
肪
〕

修
め
る
こ
と
に
よ
り
、
人
間
に
本
来
的
に
具
わ
る
五
倫
が
明
ら
か
に
な

る
。
五
倫
は
、
一
般
に
、
父
子
の
親
・
君
臣
の
義
・
夫
婦
の
別
・
長
幼
の

序
・
朋
友
の
信
の
人
の
常
に
よ
る
べ
き
倫
を
い
う
が
、
「
身
修
而
五
倫
明

秦
」
か
ら
、
五
倫
が
明
ら
か
に
な
る
と
は
、
人
間
が
五
倫
に
従
っ
て
身
を

処
す
と
い
う
行
為
に
よ
っ
て
五
倫
が
具
現
す
る
こ
と
、
と
考
え
ら
れ
る
。

即
ち
、
身
が
修
ま
る
と
は
、
五
倫
に
沿
う
行
為
、
い
は
ば
身
の
敬
で
あ
る

と
い
え
よ
う
。
し
た
が
っ
て
、
五
倫
に
従
う
行
為
の
た
め
に
心
の
敬
は
準

備
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
居
敬
と
窮
理
と
は
緊
密
な
関
係
に
あ
る
。
三
で
論
じ
た
よ

う
に
、
朱
喜
一
に
於
い
て
は
居
敬
と
窮
理
は
そ
の
学
の
目
的
で
あ
り
、
李
退

渓
に
於
い
て
は
、
居
敬
を
基
盤
に
し
て
窮
理
の
方
法
が
論
じ
ら
れ
た
。
居

敬
は
、
厳
密
な
思
索
を
伴
な
う
窮
理
に
と
っ
て
、
必
要
不
可
欠
で
あ
っ
た
。

闇
斎
に
於
い
て
、
居
敬
が
心
の
敬
を
経
て
身
の
敬
に
い
た
り
完
成
す
る
も

の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
心
の
敬
の
性
格
は
、
窮
理
と
の
関
り
か
ら
も
問
わ
れ

ね
ば
な
ら
な
い
。

　
一
般
に
儒
教
で
は
、
「
知
と
行
」
は
不
可
分
で
あ
り
、
朱
子
学
に
お
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冤
一

て
も
そ
の
例
外
で
は
な
い
。
知
り
窮
め
た
理
は
直
ぢ
に
実
践
さ
れ
る
べ

き
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
窮
理
は
知
的
要
素
が
強
く
、
理
論
的
に
は
知

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
2
7
〕

は
実
践
u
行
に
先
行
す
る
。
こ
の
意
味
で
は
、
知
行
を
貫
通
す
る
居
敬
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も
ま
た
、
窮
理
と
相
互
補
完
す
る
と
こ
ろ
に
お
い
て
は
、
実
践
の
前
提
と

な
ろ
う
。
朱
喜
一
、
李
退
渓
で
は
、
居
敬
は
、
窮
理
に
と
っ
て
は
、
そ
の
思

索
に
関
る
部
分
に
お
い
て
必
要
不
可
欠
で
あ
っ
た
。
そ
の
場
合
の
居
敬
は
、

心
の
敬
と
言
い
得
よ
う
。
そ
れ
故
に
闇
斎
に
お
け
る
心
の
敬
も
ま
た
、
こ

の
よ
う
な
窮
理
と
の
関
り
か
ら
要
求
さ
れ
る
の
か
否
か
が
問
題
に
な
る
。

こ
の
考
察
に
よ
っ
て
、
心
の
敬
の
性
格
の
如
何
が
窺
い
知
れ
る
と
思
わ
れ

る
。
そ
の
た
め
に
、
ま
ず
、
闇
斎
に
お
け
る
窮
理
を
『
大
学
』
解
釈
を
中

心
に
検
討
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

　
山
崎
闇
斎
訓
点
『
四
書
集
註
』
で
は
、
「
致
知
在
格
物
」
は
、
「
知
る

　
　
　
者
わ

こ
と
を
致
む
る
こ
と
は
、
物
に
格
る
に
在
り
」
、
と
読
ま
れ
て
い
る
。
一
方
、

朱
喜
一
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
、
「
知
を
致
す
は
物
に
格
る
に
在
り
」
と
読
ま

　
　
　
　
　
い
た

れ
る
。
「
知
を
致
す
」
と
は
、
知
り
窮
め
た
事
物
の
理
1
1
知
を
自
ら
の
心

の
内
に
向
っ
て
来
さ
せ
る
の
意
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
、
知
を
外
へ
拡
大
す

る
こ
と
（
1
1
物
格
）
に
よ
り
内
な
る
知
を
拡
充
し
て
い
く
、
と
い
う
論
理
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
者
わ

あ
る
。
し
か
し
、
「
知
る
こ
と
を
致
む
」
と
は
、
知
る
と
い
う
客
体
に
向

　
　
　
　
　
　
者
わ

う
行
為
の
み
を
致
め
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
さ
ら
に
、
闇
斎
に
よ
れ
ば
、

「
格
物
」
と
は
、
「
ソ
ノ
刀
ノ
如
レ
此
ナ
ガ
善
キ
レ
、
如
レ
此
ハ
ア
シ
ク
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菊
）

ソ
レ
ヲ
ツ
カ
ヒ
様
ノ
術
二
至
ル
マ
デ
ガ
悉
ク
知
ル
」
（
『
大
学
講
義
』
）
こ

と
で
あ
る
。
っ
ま
り
、
事
物
が
具
え
る
そ
れ
ぞ
れ
の
は
た
ら
き
、
或
は
そ

の
は
た
ら
き
の
善
悪
を
知
る
こ
と
が
格
物
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
し
た

が
っ
て
、
闇
斎
に
於
い
て
は
、
「
致
知
在
格
物
」
と
は
、
知
る
と
い
う
行

為
（
致
知
）
の
方
法
（
格
物
）
、
と
し
て
の
み
把
捉
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
格
物
の
解
釈
か
ら
、
知
り
窮
め
る
理
と
は
、
事
物
の
も
つ

は
た
ら
き
、
或
は
そ
の
善
悪
で
あ
る
、
と
考
え
ら
れ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、

窮
理
の
対
象
と
な
る
理
に
は
、
「
所
当
然
之
則
」
、
「
所
以
然
之
故
」
が
あ
る
。

こ
の
両
者
に
つ
い
て
、
闇
斎
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
尋
常
理
ト
云
ヲ
当
然
ノ
則
ト
語
レ
リ
。
（
中
略
）
理
ト
云
カ
ラ
ハ
一
也
。

　
　
ソ
ノ
理
ノ
手
前
デ
ワ
カ
チ
テ
云
ア
テ
タ
モ
ノ
也
。
（
中
略
）
当
然
ト
云

　
　
テ
カ
ラ
ガ
ヤ
ツ
パ
リ
所
以
然
之
故
ハ
ノ
ガ
レ
ヌ
ト
云
ワ
ケ
、
当
然
ノ

　
　
則
ノ
云
ガ
子
ノ
孝
、
臣
ノ
忠
ソ
レ
く
ー
ノ
則
、
此
外
二
為
レ
道
ア
リ

　
　
テ
所
以
然
之
故
ト
云
二
非
ズ
。
然
レ
バ
、
当
然
之
則
ト
指
向
テ
実
処

　
　
二
因
テ
云
テ
、
所
以
然
之
故
モ
包
デ
ア
ル
筈
也
。
（
『
大
学
講
義
』
）

　
通
常
理
と
い
う
を
別
に
所
当
然
之
則
と
い
う
と
、
闇
斎
は
、
こ
の
文
頭

で
既
に
「
所
以
然
之
故
」
を
欠
落
さ
せ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
所
当
然
之
則

に
は
、
「
所
以
然
之
故
モ
包
デ
ア
ル
筈
」
と
い
う
理
由
に
よ
る
。
両
者
は
、

「
当
然
之
則
ト
云
外
ニ
ハ
非
レ
ド
モ
一
理
ノ
中
、
天
道
人
道
高
下
浅
深
ア

ル
」
（
『
大
学
講
義
』
）
故
に
、
そ
の
別
が
あ
る
。
所
当
然
之
則
と
は
、
「
子

ノ
孝
、
臣
ノ
忠
」
な
ど
か
ら
、
「
ソ
ノ
実
処
」
、
即
ち
事
物
が
実
践
す
る
べ

き
遣
徳
的
規
範
を
い
う
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
と
高
下
浅
深
の
別
に
よ
っ

て
の
み
分
別
さ
れ
る
所
以
然
之
故
も
ま
た
、
実
践
を
伴
う
法
則
的
性
格
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
意
味
で
は
、
知
り
窮
め
る
理
は
、
所
当
然
之

則
の
み
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
、
所
当
然
之
則
と
は
、
「
蓋
小
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
3
0
）

之
教
、
皆
所
－
三
以
明
二
五
倫
一
」
（
『
蒙
養
啓
発
集
・
序
』
）
と
、
五
倫
、
ま

た
は
五
倫
五
常
を
指
す
。

　
以
上
の
論
述
か
ら
、
闇
斎
に
於
け
る
窮
理
の
概
念
は
、
朱
喜
一
、
李
退
渓

の
そ
れ
と
比
較
し
て
大
き
く
変
容
し
た
と
い
え
る
。
朱
喜
一
、
李
退
渓
を
通

じ
て
「
格
物
致
知
」
に
見
ら
れ
る
窮
理
の
論
理
、
ま
た
窮
理
の
内
省
的
性

格
は
、
闇
斎
に
於
い
て
は
希
薄
で
あ
る
。
そ
れ
に
代
わ
り
、
窮
理
は
実
践
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的
関
心
か
ら
把
捉
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
五
倫
五
常
を
知
る
こ
と
、
婁
言
す

れ
ば
、
社
会
制
度
そ
の
他
に
よ
り
予
め
準
備
さ
れ
た
道
徳
的
規
範
を
知
り
、

ま
た
そ
の
規
範
に
よ
り
事
物
の
善
悪
を
判
別
す
る
こ
と
だ
と
い
え
よ
う
。

窮
理
の
概
念
は
、
闇
斎
に
至
っ
て
、
よ
り
実
践
的
方
向
に
転
換
し
た
と
思

わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
身
の
敬
の
前
提
で
あ
る
心
の
敬
は
、
窮
理
の
内

省
的
性
格
に
関
る
と
は
言
い
難
い
。

　
翻
っ
て
、
「
夫
聖
人
之
教
有
二
小
大
之
序
一
而
一
以
貫
レ
之
者
敬
也
。
（
中

略
）
大
学
以
レ
修
レ
身
為
レ
本
」
一
『
蒙
養
啓
発
集
』
）
と
、
『
小
学
』
、
『
大
学
』

は
共
に
一
貫
し
て
敬
を
根
本
に
置
き
、
『
大
学
』
は
”
修
身
”
を
そ
の
根

基
と
し
て
い
る
。
こ
の
観
点
は
、
朱
喜
一
、
李
退
渓
に
於
い
て
も
ほ
ぼ
同
様

で
あ
る
。
し
か
し
、
両
者
の
場
合
、
修
身
は
、
格
物
、
致
知
・
誠
意
・
正

心
を
経
て
こ
そ
可
能
で
あ
り
、
ま
た
心
の
敬
は
、
格
物
・
致
知
、
所
謂
窮

理
の
為
に
必
要
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
敬
は
『
大
学
』
の
根
本
に
置
か
れ

る
と
い
え
よ
う
。
一
方
、
闇
斎
の
場
合
は
、
そ
の
限
り
で
は
な
い
。

　
周
知
の
様
に
、
闇
斎
は
、
『
大
学
』
八
条
目
を
、
自
己
一
身
の
内
に
関

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
記
一

る
も
の
と
外
に
関
る
も
の
と
に
二
分
し
て
い
る
。
格
物
よ
り
修
身
に
至

る
条
目
は
、
自
巳
自
身
の
内
に
関
る
。
加
え
て
、
「
格
物
、
致
知
、
誠
意
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
3
2
）

正
心
は
、
修
身
の
体
（
毛
と
、
真
要
）
を
確
立
す
る
所
以
で
あ
る
」
、
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
轟
〕

う
。
ま
た
、
『
大
学
章
句
』
「
格
物
補
伝
」
に
つ
い
て
、
「
『
大
学
古
本
』
に
、

格
物
致
知
の
説
が
無
い
の
な
ら
ば
、
必
ず
し
も
補
わ
ず
と
も
よ
い
。
蓋
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
3
4
）

『
大
学
』
の
重
き
は
修
身
に
置
く
。
正
心
・
誠
意
は
修
身
の
所
以
で
あ
る
」
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
と

と
論
断
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
心
の
敬
は
、
修
身
の
真
要
を
確
立
す
る
所

以
に
関
り
、
そ
れ
は
、
正
心
、
誠
意
を
指
す
と
い
え
よ
う
。

　
　
　
　
　
つ
か
さ
ど

　
心
は
、
身
を
主
り
、
「
視
壁
言
動
ベ
ッ
タ
リ
ト
統
テ
ヰ
ル
」
（
『
大
学

講
義
』
）
か
ら
、
身
体
の
動
静
は
総
て
心
が
掌
管
す
る
と
い
え
る
。
殊
に
、

”
意
”
は
、
「
ソ
ノ
（
心
の
）
中
ノ
動
処
発
処
」
（
『
同
前
』
）
で
あ
る
。
あ
る

行
為
の
た
め
に
は
、
心
が
動
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
身
の
敬
の
前

提
で
あ
る
心
の
敬
は
、
第
一
に
こ
の
心
の
よ
き
動
き
方
、
即
ち
、
誠
意
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
正
二
其
心
一
欲
者
、
先
此
一
存
ノ
覚
悟
二
善
ヲ
善
ト
シ
悪
ヲ
悪
ト
ス

　
　
ル
ヲ
、
カ
ツ
キ
ト
真
実
二
守
リ
テ
タ
ガ
ヘ
マ
ジ
キ
ト
ス
ル
ガ
誠
意
ナ

　
　
リ
。
（
『
大
学
講
義
』
）

　
誠
意
と
は
、
善
悪
を
真
実
に
守
り
決
し
て
違
え
ま
い
と
す
る
一
存
の
覚

悟
で
あ
る
。
無
論
、
こ
の
善
悪
と
は
、
格
物
、
致
知
に
よ
り
知
り
得
た
も

の
で
あ
る
が
、
予
め
準
備
さ
れ
た
、
五
倫
五
常
、
ま
た
そ
れ
に
よ
り
判
別

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
も

さ
れ
た
事
物
の
善
悪
で
あ
る
。
そ
し
て
、
心
を
覚
醒
し
こ
の
境
地
に
存
つ

こ
と
が
、
正
心
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
山
崎
闇
斎
に
於
い
て
、
持
敬
は
、
心
の
敬
を
経
て
身
の
敬
に
至
っ
て
完

成
す
る
。
身
の
敬
と
は
、
五
倫
五
常
に
従
う
行
為
で
あ
る
。
ま
た
、
心
の

敬
と
は
、
五
倫
五
常
を
違
え
ま
い
と
す
る
一
存
の
覚
悟
、
ま
た
心
を
そ
こ

　
た
も
に
存
つ
こ
と
を
い
う
。
し
た
が
っ
て
、
持
敬
に
よ
っ
て
、
道
徳
的
規
範
に

従
う
行
為
は
、
人
の
内
な
る
心
と
外
へ
表
出
す
る
行
為
と
の
一
致
に
よ
る

も
の
と
な
る
。
持
敬
を
、
心
の
敬
に
限
っ
て
い
え
ば
、
心
を
行
為
と
一
致

さ
せ
る
べ
く
そ
の
一
事
に
ま
も
り
た
だ
し
、
両
者
を
欺
か
せ
な
い
こ
と
だ

と
い
え
よ
う
。
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五
．
結
語

　
以
上
、
朱
喜
一
、
李
退
渓
、
山
崎
闇
斎
の
三
者
に
渡
り
、
窮
理
と
の
相
関

に
於
い
て
敬
の
果
た
す
意
義
を
考
究
し
て
き
た
。
こ
れ
は
、
窮
理
と
い
う

あ
る
種
の
思
索
に
関
る
部
分
で
の
心
の
よ
き
あ
り
方
か
ら
、
居
敬
に
焦
点

を
あ
て
た
と
も
い
え
る
。

　
朱
蕪
の
場
合
、
居
敬
は
窮
理
と
相
互
に
啓
発
し
学
の
目
的
と
な
る
。
そ

し
て
、
李
退
渓
に
於
い
て
は
、
天
命
観
念
か
ら
の
脱
脚
に
よ
り
、
敬
は
そ

の
学
の
根
幹
に
位
置
す
る
に
至
り
、
ま
た
、
そ
の
故
に
、
朱
喜
一
に
比
較
し

て
、
窮
理
に
は
よ
り
一
層
の
思
索
が
要
求
さ
れ
る
。
両
者
で
は
、
居
敬
は

窮
理
に
と
っ
て
は
そ
の
思
索
に
関
る
部
分
に
お
い
て
必
要
不
可
欠
で
あ

る
。
一
方
、
山
崎
闇
斎
の
場
合
、
窮
理
の
概
念
そ
れ
自
体
が
実
践
的
方
向

に
転
換
し
た
。
そ
れ
に
伴
な
い
、
居
敬
と
窮
理
と
の
相
関
は
断
ち
切
ら
れ

る
。
敬
は
実
践
に
関
る
概
念
と
な
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
朱
喜
一
に
よ
れ
ば
、
居
敬
と
窮
理
に
よ
り
人
は
そ
の
道
徳
的

主
体
を
確
立
す
る
。
内
省
的
修
養
と
思
索
は
両
者
不
可
欠
で
あ
る
。
こ
れ

は
、
李
退
渓
に
於
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
李
退
渓
が
敬
を
学
の
根
幹
に
置

い
た
の
は
、
内
省
と
思
索
に
よ
る
人
間
個
々
人
の
主
体
確
立
に
と
っ
て
、

敬
は
真
執
芋
な
課
題
で
あ
る
が
故
だ
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
山
崎
闇
斎
は
、

窮
理
を
予
め
準
備
さ
れ
た
社
会
的
規
範
を
知
る
こ
と
と
の
み
捉
え
、
そ
こ

に
取
り
分
け
て
思
索
を
必
要
と
し
な
い
。
こ
の
意
味
で
は
、
朱
子
学
的
窮

理
か
ら
逸
脱
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
に
代
わ
り
、
敬
が
前
面
に
置
し

出
さ
れ
た
。
こ
の
敬
を
、
学
の
根
幹
に
置
く
点
で
は
、
李
退
渓
と
同
様
で

あ
る
が
、
そ
の
果
た
す
意
義
は
異
な
る
。
つ
ま
り
、
敬
は
道
徳
的
規
範
の

実
践
に
際
し
て
、
行
為
と
一
致
さ
せ
る
べ
く
自
已
の
内
な
る
心
を
ま
も
り

た
だ
す
こ
と
で
あ
る
。
朱
子
学
で
は
、
人
間
の
道
徳
的
主
体
の
確
立
は
、

知
的
側
面
と
心
の
修
養
と
い
う
側
面
、
換
言
す
れ
ば
窮
理
と
居
敬
が
相
関

し
て
の
み
可
能
で
あ
る
。
そ
し
て
敬
は
、
こ
の
知
的
側
面
に
於
い
て
も
必

要
不
可
欠
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
闇
斎
の
い
う
敬
に
よ
っ
て
、
真
に
人

問
の
道
徳
的
主
体
が
確
立
す
る
と
は
言
い
難
い
。
こ
の
こ
と
は
、
朱
子
学

が
、
思
弁
的
学
か
ら
実
践
的
学
へ
変
容
し
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。
山
崎
闇

斎
に
み
ら
れ
る
窮
理
の
概
念
、
或
は
、
敬
の
果
た
す
意
義
の
根
底
に
は
、

日
本
朱
子
学
そ
れ
自
体
の
一
特
質
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
　
　
註

（
1
）
本
稿
で
は
、
周
敦
頭
に
端
を
発
し
、
張
載
、
程
頭
、
程
顎
を
経
て
朱

　
喜
一
に
よ
り
大
成
さ
れ
た
学
（
所
謂
、
新
儒
学
）
、
及
び
そ
の
系
統
上
に

　
　
あ
る
学
説
を
総
括
し
て
朱
子
学
と
よ
ぶ
。
し
か
し
、
本
稿
の
二
節
以

　
　
降
は
、
朱
喜
一
の
学
説
に
限
定
し
て
、
朱
子
学
と
い
う
。

一
2
）
最
も
端
的
な
例
は
、
『
大
学
』
・
八
条
目
”
格
物
・
致
知
・
誠
意
・

　
　
正
心
・
修
身
・
斎
家
・
治
国
・
平
天
下
”
に
示
さ
れ
て
い
る
。

（
3
）
相
良
亨
「
儒
教
思
想
の
展
開
」
（
古
川
哲
史
・
石
田
一
良
編
『
日
本

　
　
思
想
史
講
座
・
4
』
一
九
七
六
・
雄
山
閣
）
他
、
数
多
く
の
研
究
が

　
　
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
4
）
尾
藤
正
英
『
日
本
封
建
思
想
史
研
究
』
（
一
九
六
一
・
青
木
書
店
）
、

　
　
六
十
五
ぺ
ー
ジ
。
同
趣
旨
の
研
究
に
は
、
衣
笠
安
喜
『
近
世
儒
学
思

　
　
想
史
の
研
究
』
一
一
九
七
六
・
法
政
大
学
出
版
局
）
が
あ
る
。

（
5
）
高
橋
進
『
李
退
渓
と
敬
の
哲
学
』
（
一
九
八
六
・
東
洋
書
院
）
を
参
照

　
　
し
た
。
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（
6
）
そ
の
先
駆
的
研
究
は
、
阿
部
吉
雄
『
日
本
朱
子
学
と
朝
鮮
』
（
一
九

　
　
六
四
・
東
京
大
学
出
版
会
）
で
あ
る
。

（
7
）
こ
れ
に
っ
い
て
の
詳
細
は
、
拙
稿
「
『
大
学
章
句
』
に
於
け
る
”
知
〃

　
　
に
関
す
る
一
考
察
」
一
『
比
較
思
想
の
途
・
4
』
、
一
九
八
五
・
筑
波

　
大
学
比
較
思
想
コ
ロ
キ
ウ
ム
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
8
）
「
唯
人
之
生
乃
得
二
其
気
之
正
且
通
一
一
中
略
）
其
方
寸
之
間
虚
霊
洞

　
徹
万
理
成
備
」
、
「
為
レ
物
者
既
於
二
形
気
之
偏
塞
一
而
無
三
以
充
二
其

　
本
体
之
全
一
棄
」
（
『
大
学
或
問
』
）

（
9
）
こ
の
様
な
行
為
の
蓄
積
に
よ
り
、
凡
る
事
物
の
理
を
知
り
窮
め
た
「
物

　
格
知
至
」
に
至
る
。
こ
れ
は
、
凡
る
事
物
の
理
に
行
き
着
く
こ
と
「
物

　
格
」
は
、
凡
る
知
が
人
の
心
の
内
に
来
て
定
ま
る
こ
と
「
知
至
」
、

　
　
の
意
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
、
「
致
知
在
格
物
」
と
同
様
に
、
人
の
知

　
　
の
外
へ
の
拡
が
り
は
内
に
お
け
る
知
の
拡
充
で
あ
る
、
と
い
う
論
理

　
　
が
見
ら
れ
る
。

（
1
0
）
理
、
但
所
レ
居
之
位
不
レ
同
則
其
理
用
不
レ
一
。
如
為
レ
君
須
レ
仁
、

　
為
レ
臣
須
レ
敬
…
…
。
L
（
『
朱
子
語
類
・
十
八
・
個
甘
）

（
u
）
『
朱
子
語
類
・
十
二
・
道
夫
』

（
1
2
）
『
朱
子
語
類
・
十
二
・
廣
』

（
1
3
）
『
朱
子
語
類
・
九
・
廣
』

（
1
4
）
こ
れ
に
関
し
て
は
、
高
橋
進
氏
の
先
行
研
究
が
あ
る
。
前
掲
書
（
5
）

　
参
照
。

（
1
5
）
例
え
ば
、
『
天
命
図
説
』
の
主
旨
は
、
事
物
生
成
の
理
と
人
問
の
理
（
1
－

　
性
）
は
、
同
一
で
あ
り
、
人
間
は
自
己
の
性
を
知
り
こ
れ
を
実
践
し

　
　
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
に
あ
る
。
李
退
渓
は
、
こ
の
図
の
切
要
は
持

　
敬
で
あ
る
と
結
論
し
て
い
る
。

一
1
6
）
李
退
渓
は
、
『
天
命
図
説
・
第
一
節
』
で
、
「
天
即
理
」
と
著
し
て
い

　
　
る
。
こ
の
天
は
、
事
物
を
形
成
す
る
陰
陽
二
気
の
母
体
で
あ
る
根
源

　
的
一
気
と
し
て
、
物
的
性
格
を
も
つ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
事
物
の

　
生
成
は
、
生
成
の
理
を
具
え
た
天
が
自
ら
行
う
。
し
た
が
っ
て
、
事

　
物
は
、
そ
れ
が
生
成
さ
れ
る
際
に
無
媒
介
に
天
の
理
を
具
え
る
こ
と

　
　
に
な
る
。

（
1
7
）
『
中
庸
章
句
・
第
一
章
』
、
「
天
命
之
謂
性
」
の
朱
註
は
、
「
性
帥
理
也
。

　
　
天
以
二
陰
陽
五
行
一
化
生
二
万
物
一
。
気
以
成
レ
形
而
理
亦
賦
焉
。
猶

　
　
二
命
令
一
也
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
「
天
が
陰
陽
五
行
に
命
じ
事
物
を

　
形
成
さ
せ
、
理
は
こ
の
事
物
に
賦
さ
れ
る
。
こ
の
理
を
性
と
い
い
、

　
　
天
命
で
あ
る
」
、
と
解
さ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
天
命
と
理
の
関

　
係
の
論
理
的
整
合
が
暖
味
で
あ
る
が
、
天
命
観
念
は
残
っ
て
い
る
と

　
　
い
え
よ
う
。

一
1
8
）
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
高
橋
進
氏
の
研
究
に
示
唆
を
得
た
。
前
掲
書
一
5
）

　
参
照
。

（
1
9
）
『
自
省
録
』
・
「
答
二
李
叔
献
一
・
別
紙
」

一
2
0
一
同
一
1
8
一

（
2
1
）
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
所
蔵
、
『
道
学
資
講
・
巻
一
〇
三
』
所
収
本
を

　
使
用
し
た
。
『
道
学
資
講
』
は
、
中
村
政
永
編
纂
、
細
野
忠
陳
の
序

　
文
か
ら
、
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
成
立
と
考
え
ら
れ
る
。

（
2
2
）
「
自
二
首
章
一
至
二
第
六
章
一
、
言
二
持
敬
之
目
一
。
次
；
早
結
二
前

　
　
六
章
一
。
一
中
略
）
次
二
章
言
二
不
敬
之
害
一
。
（
中
略
）
末
章
総
結
二
一

　
篇
一
。
」
一
編
纂
書
『
敬
斎
歳
』
序
文
）
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（
2
3
）
こ
の
部
分
は
、
蓮
左
文
庫
本
に
は
無
く
、
『
日
本
思
想
体
系
・
3
ユ
』

　
　
に
よ
り
補
っ
た
。

（
2
4
）
『
続
山
崎
闇
斎
全
集
・
下
』
収
録
。

（
2
5
）
「
元
来
人
之
一
身
ニ
ハ
、
五
ノ
ツ
イ
デ
各
具
足
シ
来
レ
リ
。
此
道
ハ

　
　
天
地
自
然
ノ
理
ニ
シ
テ
不
レ
能
レ
止
。
」
（
『
敬
斎
歳
講
義
』
）
五
ノ
ツ
イ

　
　
デ
と
は
五
倫
五
常
を
指
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
チ
ワ

（
2
6
）
例
え
ば
、
「
知
行
常
相
須
、
如
二
目
無
レ
足
不
レ
行
、
足
無
レ
目
不
一

　
　
レ
見
」
（
『
朱
子
語
類
・
九
・
閏
祖
』
）
な
ど
。

（
2
7
）
例
え
ば
、
「
論
二
先
後
一
当
以
レ
致
レ
知
為
レ
先
」
（
『
朱
子
語
類
・
九
・

　
　
端
蒙
』
）
な
ど
。

（
2
8
）
筑
波
大
学
図
書
館
所
蔵
本
、
嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）
刊
行
本
。

（
2
9
）
名
古
屋
市
蓮
左
文
庫
所
蔵
『
道
学
資
講
』
所
収
本
。

（
3
0
）
筑
波
大
学
図
書
館
所
蔵
本
（
版
本
）
を
使
用
し
た
。
序
文
か
ら
、
寛
文

　
　
九
年
（
ニ
ハ
六
九
）
成
立
と
考
え
ら
れ
る
が
、
版
本
の
出
版
年
は
不
明

　
　
で
あ
る
。

（
3
1
）
尾
藤
正
英
、
前
掲
書
（
4
）
、
平
重
道
『
近
世
日
本
思
想
史
研
究
』
（
一

　
　
九
六
九
、
吉
川
弘
文
館
）
、
な
ど
。

一
3
2
）
「
亦
以
レ
修
レ
身
為
レ
首
・
、
格
物
致
知
誠
意
正
心
所
－
以
立
二
修
レ
身

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三

　
　
之
体
一
、
」
一
『
文
会
筆
録
・
三
』
）
『
文
会
筆
録
』
は
、
筑
波
大
学
図

　
　
書
館
所
蔵
、
天
和
三
年
（
ニ
ハ
八
五
）
成
立
、
刊
行
本
を
使
用
し
た
。

（
3
3
）
『
大
学
』
に
は
本
来
「
伝
五
章
」
に
は
な
い
。
朱
喜
一
は
こ
れ
を
補
い

　
　
「
格
物
補
伝
」
と
し
た
。
こ
れ
は
異
例
の
こ
と
で
あ
り
、
賛
否
両
論

　
　
が
あ
っ
た
。

（
3
4
）
「
愚
謂
古
本
原
無
下
釈
二
格
物
致
知
一
之
説
上
則
不
二
必
補
一
亦
可
也
。

　
　
蓋
大
学
重
在
レ
修
レ
身
、
正
心
誠
意
所
－
以
修
一
レ
身
也
。
L
（
『
文
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

　
　
筆
録
・
三
』
）

（
は
や
か
わ
・
ま
さ
こ
　
筑
波
大
学
大
学
院
　
哲
学
・
思
想
研
究
科
在
学

中
）
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